
庄内町教育委員会

注）「コメっち」：コメっちわくわくクラブ

質　　問 回　　答

①部活動改革全般

改革に関しては、重要だと思うが、子供達が不利益を受けない様
に体制整備が必要。

大きな改革であり、関係者からのご理解ご協力をいただかなけれ
ばならない部分も多いと思いますが、生徒にとって望ましいス
ポーツ・文化芸術環境の構築を第一に目指して体制整備を図って
いきます。

余目中学校と立川中学校を合併すれば部・クラブを統合できてよ
いのではないか。
郡で考えるなら、県で町の合併を推進し、三川中との三校で合併
すればよいのではないか。

庄内町では、小学校及び中学校の適正規模及び適正配置に関する
方針を策定するため、庄内町学校適正規模・適正配置審議会を設
置し、調査審議を行っています。

任意加入なら、生徒の無所属、部・クラブへの不参加でもよいの
ではないか。

現行も任意加入であり、どこにも所属しないことも可能となって
います。

Ａ活動が残る限り部員不足の解消にはならないのではないか。 部活動（Ａ活動）や、学校長が許可した保護者会主催の支援クラ
ブ（Ｂ活動）は、将来的には地域移行により無くなるものと考え
られますが、当面はＡ活動の選択肢が残るため、部員不足という
事案が起きることも避けられないと考えられます。

具体的な解決例等含め、他市町の情報も収集してほしい。 近隣市町や庄内教育事務所への情報提供を引き続き行います。

Ｂ活動が成り立っているのに、なぜ地域移行しなければならいの
かわからない。

当面は、Ｂ活動でも休日や平日夜の地域移行（顧問がつかない）
は可能ですが、将来的には部活動（Ａ活動）や、学校長の許可が
必要となる支援クラブ活動（Ｂ活動）は無くなるものと考えられ
ます。その後は地域クラブ活動（Ｃ-1,Ｃ-2）で活動することにな
ります。そのため、Ｂ活動で地域移行が成り立っているとして
も、町主導の受け皿としてのコメっち（Ｃ-1）への移行を進めて
いるものです。

②庄内町の取り組み

地域移行した場合でも、夜間練習週○回というしばりは残るの
か。

地域移行後も、特にＣ-1活動については「庄内町小中学生のス
ポーツ・文化活動ガイドライン」に基づいての活動となりますの
で、練習回数や時間などは引き続き制限があります。

①吹奏楽部の場合、施設や、楽器の運機など課題が多く、地域ク
ラブ活動を選択する可能性が低い。
②文化部は響ホール事業推進協議会が受け皿だが、地域クラブ活
動の魅力が乏しければ、加入しないという選択が多数となり成立
しないのではないか。
③立川中は吹奏楽部の部活動がないので、コンクールなどの大会
には出場出来ない。地域クラブ活動があっても、休日だけの趣味
の一つで終わってしまうのではないか。
④大会は土日開催が多い。顧問には指揮を務めてもらっている。
その点はどのように対応を考えればいいのか。

①吹奏楽部での施設面や備品面での課題が多いことはお聞きして
います。指導者や保護者と情報を交換する場を設けながら、解決
策を見出していく必要があると考えています。
②部活動（Ａ活動）があるうちはそうした選択も可能ではありま
すが、将来的には文化部も運動部もすべて地域に移行していく方
向性です（部活動や支援クラブ（Ｂ活動）は将来的には無くなる
ものと考えられる）。子供達が活動しやすい環境を整備し、メ
リットを増やしながら、地域移行を進めていきたいと考えていま
す。
③吹奏楽部が地域移行して地域クラブとなった場合、余目中生徒
については部活動と地域クラブ活動（Ｃ-1活動）両方に加入で
き、コンクールにはいずれから出場するかを選択する必要があり
ます。また立川中生徒が吹奏楽をしたい場合は、地域クラブへの
み加入が可能になります。地域クラブでの出場が可能なコンクー
ルがあるかどうか、出場要件を確認し判断する必要があります。
④改革推進期間は、土日の活動に顧問がつくことを徐々に減らし
ていくこととしていますが、将来的には文化部も地域移行し、部
活動ではなく地域クラブ活動となります。よって、顧問は指導に
は従事しない（「顧問」自体がいなくなる）、地域クラブ指導者
が主に指導を担うことになります。
（顧問が了承するのであれば地域クラブ指導者として指導するこ
とができる）

平日の放課後の活動に、Ａ、Ｂ活動がいっしょになっている時は
どうするのか。

Ａ活動とＢ活動は、時間で区切られることになりますので、活動
の交代時間帯にそれぞれの指導者が一時的に一緒になることなど
はあるとは思いますが、活動時間が重なるということは通常あり
ません。
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質　　問 回　　答
①子供がスポ少でサッカーをしているが、週2日と週末の練習試合
等送迎が大変。特に四小学区や立川等、余目中心より、離れた地
域について、平日の部活動についてもスクールバスでの送迎等対
応してもらいたい。
②休日のコメっちでの活動も、コメっちでマイクロバスを導入
し、会場まで送迎してもらいたい。
③休日の部活動について、コメっちに加入して、追加で会費を払
うとの事だが、今まで、部活動で無償で休日も活動していたもの
が、純粋に負担増になる。県や国からの補助金を使い、無料にし
てもらいたい。
④教員の働き方改革の為、休日を皮切りに平日の時間外もいずれ
地域に移行するとのことだが、地域の受け皿も、ボランティアに
頼っていたり、持続可能な状態ではない。仕事兼務では民間は限
界があるため、学校として専門のスタッフを雇ってはどうか。地
域指導者の収入面を補償することで、地域の受け皿の拡充を図っ
てもらいたい。

①②スクールバスについては、登下校や学校行事など、町内児童
生徒の学校教育活動での運行となります。両中学校の合同部活動
の際など、特例で運行する場合もありますが、原則部活動の送迎
での運行は現時点では考えていません。ただし、地域移行により
コメっちでの活動となった場合、町営バスの無料乗車、スクール
バスの運行について調整検討を図っていく予定です。なお、現時
点でコメっちでマイクロバスを所有する考えはありません。
③国や県の支援がある場合は活用しながら進めていきますが、地
域クラブ活動では、原則受益者負担となりますので、ご理解をい
ただきたくお願いいたします。（会費等の金額は今後検討）
④地域クラブ活動は、地域の指導者や保護者などの力は欠かせま
せん。町主導で設置する受け皿（コメっち）では、指導者につい
ては、町スポーツ協会から指導者推薦等のご協力をいただきなが
ら、指導謝礼金の財源確保に努めていきたいと考えています。部
活動の地域移行はこれまで学校で行っていた部活動を地域クラブ
に移していくものとなりますので、学校としてスタッフを雇用す
ることは考えておりませんが、地域の指導者としての謝金等のあ
り方を検討していきます。

コメっちで中体連に出場できないときはどうなるのか。 令和6年度はコメっちは中体連登録をせず、練習活動のみ受け皿と
なる「試行期間」とする予定ですので、中体連出場は部活動（Ａ
活動）での出場となります。

①地域クラブ（コメっち）が受け皿となる方向性だが、地域クラ
ブで庄内町のスポーツ活動全部を受け入れる事できるのか。少し
無理があるのではないか。
②夏休みなど、長期休みなどはどのような対応になるのか。

①町主導の受け皿として、運動部についてはコメっちわくわくク
ラブ（中学生コース）となります。現在、余目中と立川中あわせ
て20を超える運動部・クラブがありますが、意向調査結果による
とスポ少や単独での地域クラブを目指す種目もあるほか、また同
じ種目であれば両中学校の生徒がコメっちで一緒になって一つの
地域クラブとして活動することになります。よって、意向調査の
回答で”将来的にコメっちまたは支援クラブへの意向を考えてい
る”部・クラブを受け入れると想定すれば、現時点では約10クラ
ブとなり、受け入れ可能と考えています。
②夏休みなども、コメっちでの活動となります。（Ａ活動は基本
的に平日放課後の活動のみだが、夏休みなどの長期休みは平日の
日中に部活動をすることもある。今後も教員が勤務時間の中で部
活動として行うことも可能。）

各競技毎に説明・協議する場を設けてほしい。
（細かいところで不明なことが多くある。競技毎事情がちがうと
思われる。）

令和6年度からコメっちに移行する意向の部・クラブについては意
向調査後に個別の話し合いを行い、詳細な説明や意向の再確認を
行いました。その他の部・クラブについても、今後順次個別の話
し合いの場を設けていく予定です。

コメっちに加入した場合の体育施設の利用料金は発生するのか。 町内社会体育施設及び学校教育施設については、全額減免となる
よう調整していく考えです。

①町外中学生のコメっち加入は可能か。
②生徒派遣費補助金は今後コメっちに充当されるのか。それとも
地域移行のクラブへ充当されるのか？

①可能です。
②支援の継続は考えていますが、補助金交付先等は今後調整して
いく予定です。

地域移行の見通しが立つまでは、保護者クラブで活動していくの
が無難な気がする。

保護者会主催の支援クラブ活動（Ｂ活動）も、休日の段階的な地
域移行達成に向けた一つの方法ですが、将来的には部活動（Ａ活
動）や支援クラブ活動（Ｂ活動）はなくなるものと考えられます
ので、将来的には町主導で設置する受け皿である地域クラブ（コ
メっち　Ｃ-1活動）への移行を推進していく考えです。

コメっちへの移行の時期について、現中学1年生が切り替え時期に
重なってしまう。団体競技であれば、指導者が変わってしまう等
なおさら不安を感じるのではないか。保護者の意見としては、
しっかり指導してくれて、大会でも活躍できる団体に所属してほ
しい。未確定な事が多すぎて不安。

未確定な部分が多く、関係する皆様に不安を抱かせてしまい大変
申し訳ございません。情報は随時様々な形でお知らせしていくほ
か、今後、各部・クラブと個別に説明や情報を交換できる場の設
定も考えています。

本人はクラブ活動希望しても家庭の事情等で参加できない希望者
への対応を考えているか。

「家庭の事情」の具体的内容がわかりませんが、交通手段では地
域クラブ活動（Ｃ-1）でも町営バスが無料で乗れるように今後調
整予定です。年会費などの徴収金については、これから具体的な
金額試算などを行っていきますが、原則受益者負担としながら、
国や県の財政支援等ある場合はその活用も検討し、会員負担軽減
を図ります。
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質　　問 回　　答
①様々な部活動への参加ができることはメリットと思うが、一方
で、1）保護者、指導者の事務的な負担増、2)活動への送迎が発生
するなど経済的な面での負担増、3)民間のクラブ含め、生徒に多
くの選択肢が増えることにより、団体競技のチーム形成がより難
しくなる、などの問題が起こらないのか不安が残る。結果的に少
子化の中で部活動に関わる生徒が減らないようにしてほしい。
②子供達が部活動に関わりやすいよう移動手段について町の支援
をお願いしたい。

①顧問が担ってきた事務が地域クラブ活動の構成員（コメっち、
地域クラブ指導者、保護者）で担うことになりますが、詳細はこ
れから調整していくことになります。送迎について。、活動場所
はできるだけ現状と同じ場所でできるようにしていきたいと考え
ていますが、平日夜や休日は、原則保護者送迎と考えています。
その他、町営バスの無料利用なども今後調整していきます。部活
動改革は、中学生の部活動を取り巻く環境が、近年の少子化や教
員の恒常的な時間外勤務から、将来的に部活動の持続可能な運営
が困難になると言われている背景から、子供達が多様な活動を体
験できる機会の提供、将来にわたり継続して活動に取り組むこと
ができる体制整備を目的としています。関係各位からも、子供達
がスポーツや文化活動に親しんでいけるようご協力お願いいたし
ます。
②町営バスの無料乗車、スクールバスの運行について調整検討を
図っていく予定です。

現状はクラブ活動として活動しているが、学校側との情報交換は
ほぼ無い状況。間にコメっちが入るとなぜ情報交換が進むのか。

現在のＢ活動も、学校長の許可の下での活動となっており、顧問
も配置されていますので、ある程度の生徒の様子などは学校でも
把握していると思います。コメっちでの地域クラブ活動となれ
ば、顧問もつかないことになりますので、生徒の様子など情報共
有できる場を定期的に設ける必要があると考えています。

③指導者・顧問

地域移行した場合でも、“顧問”が指導する「部活動」が存在す
るのか。

部活動（Ａ活動）や、学校長が許可した保護者会主催の支援クラ
ブ（Ｂ活動）は、将来的には地域移行により無くなるものと考え
られます。

地域クラブの指導者は、Ａ活動に指導参加できないのか。 現状では、町内両中学校のガイドラインにおいて、Ａ活動の指導
には顧問や部活動指導員、地域クラブ指導者が指導にあたること
としています。また地域移行後も、Ａ活動が実施されているうち
は、同様となります。

地域へ移るのであれば、指導者は保護者でよいのではないか。 保護者も指導者となることは可能ですが、専門的知識があること
が必要不可欠となります。地域クラブ指導者については、町ス
ポーツ協会の協力を得ながら、これまでの地域クラブ指導者の
方々から引き続き指導していただきたいと考えています。

教員は、生徒が地域クラブでどんな活動をしているか把握してお
く必要があるのではないか。

地域クラブ活動と学校の間で、活動日程や生徒の活動状況の様子
など情報共有する場を定期的に設けていきます。

当面地域クラブ指導者は土日の指導とのことだが、平日の指導と
一貫性を保たれるのか。学校指導者との調整はどうするのか。

コメっちが受け皿となる地域クラブ活動での指導については、こ
れまでのＢ活動での指導同様、地域クラブ指導者から平日夜や休
日の指導に当たっていただきたく考えています。コメっちでは顧
問はつかないことになりますので、学校とコメっちとの定期的な
情報共有の場（指導ではなく子供達の様子や活動日程の情報共
有）を設ける必要があると考えています。

地域クラブ活動の指導者について、教員の兼職兼業とあるが本末
転倒にならないか。

文部科学省も地域クラブ活動を指導することを希望していない教
員にその業務を負わせることはあってはならないこと、希望する
場合であっても時間外勤務が一定時間を超える場合には認めない
としています。兼職兼業には、教育委員会への届け出が必要とな
りますので、改革が本末転倒とならないようにチェック体制を整
えていきます。

現在の外部指導者は今後コメっちに所属することになるのか。 地域クラブ指導者について、当面は国や県の制度や財政支援など
の状況を見極めながら、これまでどおり町で委嘱しますが、将来
的にはコメっちが委嘱することを想定しています。

コメっちでは体操を指導してもらえるのか。設備など大丈夫なの
か。

指導者について、町スポーツ協会の推薦により町（将来的にはコ
メっち）が委嘱し、指導いただく考えです。スポーツ少年団が受
け皿となった場合も、当面は現状のとおり町が委嘱した地域クラ
ブ指導者がスポ少で指導に当たります。
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質　　問 回　　答

④中体連など大会出場関連

①なぜ団体競技の多くは地区大会から出場できないのか。
②細かすぎてわかりずらい（ルールとか細則とか）。シンプルに
決めてほしい。

①令和６年度の方向性としては、「団体競技は県大会からの参
加」「個人競技の個人種目は地区大会からの参加、団体種目（リ
レー・団体戦等）は各専門部の判断」としています。
理由として、以下のことが挙げられます。
○ 地区大会は、県中体連主催大会ではなく、各地区中体連主催大
会であることから、団体競技におけるクラブの地区大会からの参
加は教員の大きな負担になり、大会運営が難しいこと。
○ 地区大会は、各地区中体連加盟校に所属する生徒に参加資格が
与えられている大会であり、チームを構成する選手の所属する学
校が、他地区中体連になる場合は大会参加が認められないこと。
○ 学校から参加するチームは地区大会が県総体の予選会を兼ね、
クラブから参加するチームはクラブ同士での代表決定戦を行うこ
とになっており、条件は公平であること。（クラブの参加数に
よっては、地区予選に参加するよりも県大会参加が容易な場合が
あります）
②参加資格細則は、日本中学校体育連盟「運営の基本と大会開催
基準」・「地域クラブ活動参加特例における競技部細則」に準じ
て設定しているため、全国的に同じです。
山形県中学校体育連盟参加資格特例細則については、上記に準じ
ながら、山形県の実情等に応じて県専門部で設定しています。ま
た、分かりやすいよう項目ごとに表様式にしています。

地域クラブ登録した場合、地区大会から出場できず、クラブチー
ム同士の県大会へ出場する一チームを決める決定戦を行うことに
ついて、県内でクラブチーム登録するチームがどのくらいになる
か分からないが、かえって県大会出場のハードルが高くなるので
はないか。

学校から参加するチームは地区大会が県総体の予選会を兼ね、ク
ラブから参加するチームはクラブ同士での代表決定戦を行うこと
になっており、条件は公平と考えられます。（クラブの参加数に
よっては、地区予選に参加するよりも県大会参加が容易な場合が
あります。）

地域クラブの作り方を教えてもらいたい。（令和6年度からクラブ
化したい）。コメっちわくわくクラブに入れば、中体連に出場で
きるのか。

コメっちでは、令和6年度に加入した団体については休日や平日夜
の練習活動のみを行い、中体連大会出場に向けた登録は行いませ
ん。中体連登録は令和7年度からを目指す予定です。よって令和6
年度にコメっちに入っても、コメっちとして中体連には出場でき
ません。単独で地域クラブを作って中体連に出場する場合は、県
中体連が規定する様々な条件をクリアして登録する必要がありま
すので、県中体連へお問い合わせください。

地域クラブとして出場する際、一人1競技とあるが、途中で“練習
についていけない“”いじめがあった”などの理由で辞めた場
合、その選手は1年間、何のスポーツにも所属、大会参加はできな
いのか。

学校から・地域クラブからの参加を問わず、一人１競技への参加
は、上位大会を通じて大会要項で決められています。一連の大会
（地区大会～全国大会）に複数種目や異なる種目で出場すること
はできません。
参加区分の変更については、質問にあるような特別な事情のある
場合は、学校と所属クラブにご相談ください。参加区分の変更が
認められる場合があります。
ただし、所属クラブが県中学校体育連盟に登録されていない場合
や、学校で大会引率を行っていない場合など大会出場ができない
こともあります。

他の地域クラブへ参加したくても、県のルール上で参加できない
場合はどうなるのか。（県の中学校主催大会）

中体連大会の出場のことであれば、県中体連の登録要件や競技細
則に準じて登録した地域クラブから出場することになります。
県中体連主催大会に出場できる地域クラブの参加対象範囲は山形
県内の中学校に在籍している生徒となっています。その上で、そ
の地域クラブが参加できるかどうかは、県中体連の登録要件や競
技毎の参加資格細則に基づくことになります。

各競技で違いがあるとのことだが、コメっちで活動しても、出場
出来ない種目があるのではないか。

県中体連で、大会出場に必要な要件や競技細則が定められていま
す。令和6年度の考え方も令和5年9月4日に示されました。定めら
れた要件に沿って出場することが必要になりますが、コメっちで
も中体連の動向を随時把握しながら地域移行の体制整備を図って
いきます。

部活と地域クラブ両方に加入した場合、大会等はどちらに出場す
るのか生徒が選択するというのは無理がある。チームスポーツは
個々で異なっては無理である。

団体競技の場合、選択により出場できなくなるという事案も可能
性としては考えられます。現状もＡ活動とＢ活動両方の生徒や、
いずれかのみの生徒がいる種目があることも事実です。部活動と
地域クラブ活動両方がある場合として、その出場選択も生徒の自
由な判断によるものであるということもご理解いただきたく思い
ます。
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質　　問 回　　答
地域移行になった場合のメリットについては理解出来るが、デメ
リットは考えないのか。
大会に同じ中学校から、中学校として出場する子とクラブから出
場する子がいて、大会で試合をする場合の勝敗で学校生活に影響
がないのか。ケアは学校にお任せでいいのか。

当面は地域クラブと部活動が並行して存在しますので、そうした
事案や心配も考えられます。またいずれは部活動（Ａ活動）や支
援クラブ（Ｂ活動）も無くなり、すべて地域移行となった場合
も、同じ学校の生徒でも町主導の受け皿（コメっち）に加入する
生徒もいれば、ほかの民間クラブ、スポーツ少年団と、様々な地
域クラブに入ることも当然考えられます。それぞれ生徒の思いや
目標があって様々なクラブに加入するわけではありますが、なお
地域クラブとしても生徒の心のケアに注意を配るとともに、地域
クラブと学校で定期的な情報共有の場を設けたり、随時連絡を取
り合って行く必要があると思います。

大会出場の自己負担について、東北、全国の上位大会もこれまで
通りの支援を受けることはできないのか。

庄内町立中学校生徒派遣費補助金（中体連大会等における交通費
や宿泊費などへの補助金支援）は現状どおりの支援を考えていま
す。なお、現制度での補助金交付先である余目中学校教育振興会
及び立川中学校教育後援会との調整が必要になります。

令和6年度からコメっちへ登録して、大会に出ることはできないの
か。資料には、令和6年度は試行期間として練習活動のみで、Ａ活
動またはＢ活動のどちらかで大会に出場となっている為、クラブ
であれば団体戦に出場できるのに、練習活動だけでは出場ができ
ない。

令和6年度は説明のとおりです。また地域クラブが中体連登録した
場合、令和5年9月4日に県中体連から示された方針では、
•個人競技クラブ所属選手は地区大会から出場・団体競技クラブ
チームは県大会から出場（体操・新体操・相撲は地区予選なし）
•個人競技は原則として「団体種目(団体戦)は県大会から」
と示されています。令和7年度からコメっちも中体連登録し、コ
メっちとして中体連大会へ出場を考えていますが、各部・支援ク
ラブへの不利益が生じないか、中体連の動向を見ながら進めてい
きます。

県大会出場決定戦一つは少ないのではないか。 学校から参加するチームは地区大会が県総体の予選会を兼ね、ク
ラブから参加するチームはクラブ同士での代表決定戦を行うこと
になっており、条件は公平と考えられます。（クラブの参加数に
よっては、地区予選に参加するよりも県大会参加が容易な場合が
あります。）

①団体競技が地区大会からの出場が認められないのはなぜか。地
区大会から出場できなければ、総合型クラブへの加入が少なくな
るのではないか。
②万がー、総合型クラブ内で人数が揃わず、また他市町村の学校
も揃わないため、合同チームを作りたいとした時、他市町村の生
徒のコメっちへの登録は可能になるのか。
③Ａ中学校の子供達とＢ中学校の子供達がそれぞれコメっちに入
り一緒に活動する中で、中体連の大会に出場する際、Ａ中学校の
子供達が部活で出場したいとなった時、クラブのみにしか加入し
ていないＢ中学校の子供達の行き場がなくなってしまう可能性が
あるのではないか。

①令和６年度の方向性としては、「団体競技は県大会からの参
加」「個人競技の個人種目は地区大会からの参加、団体種目（リ
レー・団体戦等）は各専門部の判断」としています。
理由として、以下のことが挙げられます。
○ 地区大会は、県中体連主催大会ではなく、各地区中体連主催大
会であることから、団体競技におけるクラブの地区大会からの参
加は教員の大きな負担になり、大会運営が難しいこと。
○ 地区大会は、各地区中体連加盟校に所属する生徒に参加資格が
与えられている大会であり、チームを構成する選手の所属する学
校が、他地区中体連になる場合は大会参加が認められないこと。
②合同チームは「合同部活動」として団体6種目のみに認められて
いる方法です。田川地区の中学校の部活動であれば、校長同士の
承認のもと、どこの学校とも合同チームを組む事ができます。合
同チームは、学校の部活動として組む事が認められている制度で
あり、地域クラブの登録の必要はありません。地域クラブ（コ
メっち）に他市町村からメンバーを募ることは可能ですが、地域
クラブ同士の合同チームは県中体連では認められていません。
③部活動（Ａ活動）や、学校長が許可した保護者会主催の支援ク
ラブ（Ｂ活動）は、将来的には地域移行により無くなるものと考
えられますが、当面はＡ活動の選択肢が残るため、そうした事案
が起きる可能性があることも避けられないと考えられます。

令和6年度にコメっちに移行（試行）した場合、Ｂ活動だけの場合
は、Ｂ活動やＣ活動の併用でないと大会に出場できないのではな
いか。

令和6年度は試行期間として、コメっちとしての中体連登録は行わ
ない予定です。よって、中体連大会にはＡ活動、またはＢ活動と
しての出場となります。

Ｂ活動で人数が足りない事があるが、Ｃ-1活動のコメっちへの移
行でどのようになるのか。また、コメっち移行後も同様に人数が
少ないということも考えられるので不安がある。合同チームで行
う方向では難しいのか。

Ｃ-1活動である地域クラブ（コメっち）になれば、町内外の他校
の生徒とともに活動できるため、人数不足の解消につながるとい
うメリットがありますが、ご指摘のとおり、任意加入の部活動や
支援クラブ同様、人数不足が完全になくなるという保証はありま
せん。また合同チームは「合同部活動」として団体6種目のみに認
められている方法です。地域クラブ（コメっち）に他市町村から
メンバーを募ることは可能ですが、地域クラブ同士の合同チーム
はできません。
（クラブの合同ではなく、どちらかのクラブにまとまることは可
能）
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質　　問 回　　答
クラブ、部活動どちらで参加するかによって、どちらかー方が人
数不足で大会に参加できないということになってしまうことがあ
るのではないか。

部活動（Ａ活動）や、学校長が許可した保護者会主催の支援クラ
ブ（Ｂ活動）は、将来的には地域移行により無くなるものと考え
られますが、当面はＡ活動の選択肢が残るため、地域クラブ、部
活動どちらかが人数不足になってしまうという事案が起きる可能
性があることも避けられないと考えられます。

⑤その他

学校、先生の考え方が一致していなくて難しい。 ご指摘ありがとうございます。今後の対応に生かしていきたいと
思いますので、具体的な内容について学校にご相談いただければ
と思います。

教員の働き方改革で、教員何人のうち8人が80時間をこえているの
か。内容として、部活動がどのぐらいのパーセントをしめている
のか。

調査の対象となっている教員は約50人です。8人というのは約16％
の教員にあたります。そのうち、どのぐらいの割合を部活動がし
めているかは把握しておりません。
（他市町村の例として、部活動改革で土日の部活動を地域移行し
たことにより、教員の時間外勤務時間が平均で月１０時間減少し
ている。）

任意加入により部員が少なくなった。 部活動は、生徒の自主的、自発的な参加により行われるとされて
おり、任意参加となることをご理解願います。
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